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１．概要（Summary） 

-鉄層を金層で挟むナノサイズのディスク状微粒子の

作製を電子線リソグラフィおよびマグネトロンスパッタリング

により作製することを試みた。基板上に金、 -鉄、金の層

状構造を作製することはできた。しかし、目的とする -鉄

層と金層からなるディスク状微粒子を得ることができなか

った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 薄膜 X線回折装置、原子間力顕微鏡、3元マグネトロン

スパッタ装置， 磁気特性評価システム群、電子線露光装

置 

【実験方法】 

 Si基板に hexamethyldisilazane、PMGI-SF5、ZEP

の順にスピンコートした。その後、電子線を露光した（200 

C/cm2）。次にキシレンおよびイソプロパノールを用いて

現像を行い、続いて PMGI-SF5を溶解した。最後にレジ

ストを剥離し、マスクを作製した。 

 次に作製したマスク上に、クロム、金、-鉄、金の順に、

マグネトロンスパッタリングを行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

クロム、金、-鉄、金の順に、マグネトロンスパッタリング

を行った Si基板（Au/Fe/Au/Cr/Si）の XRDパターンを

Fig.1に示す。金、-鉄、クロムの回折線が確認でき、こ

れらを Si基板上に堆積させることができたことが分かる。 

Fig.2に、この基板の室温での磁化曲線を示す。基板

の影響がでているが、500 Oe印加時に-鉄の飽和磁化

とほぼ同程度の磁化を示しており、-鉄は酸化されてい

ないことが分かる。 

 

Fig. 1 XRD patterns of Au/Fe/Au/Cr/Si substrate, Si 

substrate, α-Fe, Au, and Cr. 

Fig. 2 Magnetization curve of Au/Fe/Au/Cr/Si 

substrate. 
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